
 

 

資料 １ 

本證寺境内（ほんしょうじけいだい） 

１ 所在地  安城市野寺町野寺２６番外 

２ 面 積  ３７，４５４．４９㎡ 

３ 概 要 

本證寺境内は安城市の南東部、矢作
や は ぎ

川
がわ

下流右岸の洪積台地（碧海
へきかい

台地）上に位置し、北方

の標高 16ｍを超える丘陵状の地形が南に向かって下がった裾部、標高 11ｍの平坦地に主要伽

藍を形成する。 

本證寺は真宗
しんしゅう

大谷派
おおたには

の寺院で、山号を雲
うん

龍山
りゅうさん

という。鎌倉時代後期の創建とされ、15世

紀後半に本願寺
ほんがんじ

蓮如
れんにょ

の布教により本願寺派に転じた上宮寺
じょうぐうじ

・勝
しょう

鬘寺
ま ん じ

（いずれも岡崎市
おかざきし

）とと

もに三河三
さん

か寺
じ

と呼ばれ、当地域の本願寺教団の確立に寄与した。永禄６年（1563）から翌

年にかけて起こった三河一向一揆では、中心寺院として家康と対立し、一揆収束後は家康に

よる一向宗（本願寺派）の改宗命令を拒否したため主要な建物は破却され、坊主衆も国外退

去になったと伝わる。天正 13年（1585）に赦免された後、慶長６年（1601）には寺領の範囲

の確認と安堵がなされ、同９年の総検地では 69石余が本證寺領として認められた。同７年の

本願寺の東西分派の際は三河三か寺は東本願寺につき、中本山
ちゅうほんざん

の位置付けを与えられた。こ

れにより江戸時代を通じて地域のとりまとめ役として本山と末寺
ま つ じ

を繋ぐ三河国の触頭
ふれがしら

とし

ての役割を果たし、幕末には 200余寺を数える末寺を有する大寺となった。江戸時代後期に

作成された絵図には、その繁栄を示すように二重に廻らされた堀と多くの建造物が描かれる。 

戦国時代に形成されたと推定される二重の堀については、外堀は東側と北側の２箇所に池

と窪地として痕跡を確認できるのみで、大半が地中に埋没している。内堀は現境内の主要伽

藍を二つに区画することがみてとれる。本堂を中心に廻る内堀は現在も水濠となって本證寺

の特徴的な景観をつくっている。一方、庫裏を中心に廻る内堀は、東から北にかけては空堀

となっているが、西側は埋没している。堀に伴う土塁は、現境内北側の墓地周辺に外堀と内

堀に伴うものが残存している。 

現在の本證寺境内及び集落内は近世の様相を比較的留めており、現境内の主要伽藍は概ね

江戸時代の建造物群が残存する。一方、現境内の東側の外堀と内堀で区画された範囲は、江

戸時代に寺中
じちゅう

（角寺
かどでら

）や百姓家が存した土地であったが、明治時代以降は宅地として野寺町

の中心集落を形成している。また、市域は明治 23年（1890）の明治
め い じ

用水
ようすい

の開通以降水田開発

が急速に進み、本證寺周辺にも農地が広がっている。近年は、大門前を南北に貫く県道、周

辺農地の圃場整備、宅地造成などにより徐々に地形改変が進行している。 

こうした本證寺境内の価値は大きく４つにまとめることができる。①三河一向一揆の中心

寺院であり、この一揆が徳川家康の三河統一の画期となる歴史的事件であったこと、②江戸

時代における東本願寺の三河地方の中本山、触頭としての役割を担い、それが中世から近世

にかけての重層的な「遺跡」の成り立ちに反映していること、③江戸時代の絵図にみえる堀

や建造物群が良好に遺存していること、④古文書・彫刻・絵画等の貴重な史資料が多く存在



 

 

し、これらの有形文化財も史跡を理解するうえで重要であること、である。こうした価値を

もつ本證寺境内は、前述の４点から、我が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、

かつ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値が高いため、今後は国指定の

史跡として保存活用され、永く後世に守り伝えていくこととなる。 

 

註 伽藍：寺の建物。特に大きな寺院。 

  触頭：江戸時代、寺院・神社の中から選定され、寺社奉行から出る命令の伝達や、寺社から 

     出る起訴の取り次ぎにあたった神社・寺院。 
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内堀と土塁 

 

 

内堀と鼓楼 



 

 

資料 ２ 

愛知県内の国宝・重要文化財等件数 
 
 

種   別 

現在数 

（うち国宝・特

別史跡） 

今回指定 

計 

（うち国宝・特

別史跡） 

 

 

 

有 

 

形 

 

文 

 

化 

 

財 

建 造 物  ７９（３）  ７９（３） 
４

５ 

 

美 

 

術 

 

工 

 

芸 

 

品 

絵 画 ５５（１）  ５５（１） 
 

彫 刻 ４４  ４４ 

工 芸 品 ７９（１）  ７９（１） 

書跡・典籍 ８３（４）  ８３（４） 

考 古 資 料 ５  ５ 

歴 史 資 料 ２  ２ 

無 形 文 化 財  ０  ０ ２ 

民 

俗 

文 

化 

財 

有形民俗文化財 ５  ５ 
２

５ 

４

４ 

４

５ 

４

５ 

無形民俗文化財 １２  １２ 

記 

念 

物 

史   跡 ３７（１） １ ３８（１） 

名   勝 ５  ５ 

天 然 記 念 物  ２６  ２６ 

伝統的建造物群保存地区 １  １ 
 

合   計 ４３３  ４３４ 
 

 


